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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月7日(2018.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者の眼からの輝点としての角膜反射を発生させるための少なくとも４つの光源と、
　前記輝点を包含する現在の画像を取り込むためのカメラと、
　視線頭部位置偏り補正器を組み込むか、または前記視線頭部位置偏り補正器に結合され
る視線検出器であって、
　　前記視線検出器は、前記輝点を包含する前記現在の画像を受信し、前記対象者の眼の
視線を推定し、
　　前記視線頭部位置偏り補正器は、前記対象者の眼の前記推定された視線を受信し、前
記輝点に対応する特徴データ、および前記対象者の瞳孔関連データを整合させることによ
って、前記推定された視線における偏りを補正し、前記対象者の眼が現在どこを注視して
いるのかを指示する補正された視線情報を出力し、ここで、前記特徴データは前記輝点の
位置およびサイズを含み、
　　前記視線頭部位置偏り補正器は、空間的に変化する視線誤差、および相対頭部位置を
用いた校正位置に対する頭部姿勢依存誤差を補償するように訓練された適応ホモグラフィ
写像変換を用いて、前記推定された視線における前記偏りを補正する、
　視線検出器と、
を備えるシステム。
【請求項２】
　前記相対頭部位置が、模擬データに少なくとも一部基づく、請求項１に記載のシステム
。
【請求項３】
　前記模擬データが、様々な頭部位置における前記予測変数を得るべく校正を通じて前記
適応ホモグラフィ写像を訓練するためのグランドトゥルースデータを収集する、請求項２
に記載のシステム。
【請求項４】
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　前記相対頭部位置が、アフィン変換、相似変換および／またはホモグラフィ変換によっ
て少なくとも一部符号化された前記様々な頭部位置の間での相対頭部移動に対応する、請
求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　偏り補正のために適応ホモグラフィ写像変換を用いる、視線を推定することを含む方法
であって、前記適応ホモグラフィ写像変換は、空間的に変化する視線誤差、および校正位
置に対する頭部姿勢依存誤差を補償するように訓練され、前記推定することは、
　　現在の輝点データおよび瞳孔関連データを画像内に取り込むことと、
　　前記画像から処理された前記現在の輝点データおよび瞳孔関連データを、前記学習さ
れた適応ホモグラフィ写像変換に基づいて、現在の視線情報を決定するために用いられる
、頭部姿勢依存データを得るための特徴であって前記現在の輝点データに対応する輝点の
位置およびサイズを含む特徴として提供することと、
を含む、方法。
【請求項６】
　位置データおよび瞳孔関連データの複数のセットを、適応ホモグラフィを２次回帰とし
てモデル化する予測変数としてモデル化する予測変数として用いることを含む、前記適応
ホモグラフィ写像モデルを学習することをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　位置データおよび瞳孔関連データの前記複数のセットを用いることが、少なくともいく
らかの模擬データを用いることを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　少なくともいくらかの模擬データを用いることが、異なる頭部位置スケーリングおよび
／または異なる頭部位置平行移動における偏り補正値を予測することを含む、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記現在の視線情報を出力することと、
　ユーザインタフェースの状態を変更することに関するアクションをとるために前記現在
の視線情報を用いることと、
をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記適応ホモグラフィ写像モデルを学習することが、アフィン変換によって、相似変換
またはホモグラフィ変換によって、相対頭部移動を符号化することを含む、請求項６に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記適応ホモグラフィ写像モデルを学習することが、１つ以上の特徴としての視線方向
を表す瞳孔関連データを符号化することを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　機械可読記憶デバイスに実行させるための１つ以上の実行可能命令を有するプログラム
であって、前記デバイスに、
　輝点データおよび瞳孔関連データが特徴として抽出される対象者の眼を含む像を取り込
む動作と、
　相対的頭部位置を用いた校正位置に対する頭部姿勢依存誤差、および、空間的に変化す
る視線誤差を補償する適応ホモグラフィ写像変換に対応する頭部位置偏りに基づいて視線
方向を決定するように、前記特徴と前記適応ホモグラフィ写像変換とを用いる動作と、
を含む動作を遂行させ、前記特徴は前記輝点データに対応する輝点の位置およびサイズを
含む、プログラム。
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